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2019 年 10 月 24 日 

報道関係各位 

 

一般社団法人日本能率協会 

産業振興センター 

「優れた建築を生みだすことに貢献しうる、優れた製品、未来への布石となる製品」を表彰する 

『みらいのたね賞 2019』受賞製品展示+シンポジウム 
日本最大級の建築展示会「Japan

ジ ャ パ ン

 Home
ホ ー ム

 &
アンド

 Building
ビ ル デ ィ ン グ

 Show
シ ョ ー

2019」にて開催!! 

建築家をはじめとする業界関係者が注目の 12 製品を選抜!! 
 

一般社団法人日本能率協会（JMA、会長：中村 正己）は、11 月 13 日（水）～15 日（金）の 3 日間、東京 

ビッグサイト西展示棟で開催する日本最大級の建築展示会「Japan Home & Building Show」にて、建材・設備

製品に特化した賞「みらいのたね賞」の受賞製品展示およびシンポジウム（表彰式）を開催いたします。 

本賞は、一般社団法人 HEAD 研究会が毎年度選定し、優れた建築を生みだすことに貢献しうる、優れた建材・

製品に与える賞である「HEAD ベストセレクション賞」の流れを継承しています。一昨年より新設された賞で、

優れた建築を生みだすことに貢献しうる製品、未来への布石となる製品に与えられる賞です。 

 

3 回目となる今回は、原田真宏氏（芝浦工業大学 建築学部建築学科 教授）、永山祐子氏（永山祐子建築設計）

をゲスト審査員に迎え、「Japan Home & Building Show 2019」の出展製品の中から、ゲスト建築家の視点や思

想をもとに受賞製品を決定しました。 

今年の受賞 12 製品は、「Japan Home & Building Show 2019」の会期中 3 日間、各受賞企業ブースで展示さ

れます。今年は、「みらいのたね賞ツアー」と題し、選考委員と共に受賞企業のブースをめぐるツアーを 1 日 1

回実施します。委員による選考理由だけではなく、出展企業による製品説明も行う予定です。公式 HP よりお申

込みください。受賞企業の表彰式は、14 日 14:00～15:45 に『みらいのたね賞』シンポジウムにて行われます。 

お忙しいところ恐縮ですが、ぜひご取材をたまわれば幸いです。 

 

 

【取材・プレス登録方法について】 

取材希望の方は、展示会会期前までに下記フォームにてご登録ください。 

https://pro.form-mailer.jp/fms/a3a84ec3146693 

また、取材日当日は、お名刺 2枚をご用意の上、プレスルームにお越しください。プレスバッチを発行いたします。 

※会期前のご登録が間に合わない場合は、当日受付もしておりますので、プレスルームにお越しください。 

また、併設セミナーを聴講される場合は、プレス登録をお済ませのうえ、開始時刻にあわせて直接会場にお越しくだ

さい。お手数おかけいたしますが、何卒よろしくお願い申しあげます。 

【プレスルームのご案内】 

場所：西展示棟 2 ホール 2 階 商談室（1）・南展示棟 1 ホール 2 階 商談室（2） 

時間：11/13(水)～11/15(金) 9:30～17:00 

どちらのプレスルームでご登録いただいても、西展示棟 1～4 ホール・南展示棟 1・2 ホールで開催している、全ての

展示会が取材可能です。 

【取材に関するお問い合せ先】 

一般社団法人 日本能率協会 経営企画センター 広報室 担当 ： 川村 

〒105‐8522 東京都港区芝公園 3‐1‐22 

TEL：03‐3434‐8620／090‐6038‐4599 Mail：jmapr@jma.or.jp  

取材のご案内 

 

11/13～15 ご取材のお願い 

N e w s  L e t t e r 

https://pro.form-mailer.jp/fms/a3a84ec3146693
mailto:jmapr@jma.or.jp
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＜開催概要＞（敬称略） 

 

催 し 名 『みらいのたね賞』シンポジウム 

開催期間 2019 年 11 月 14 日(木) 14：00～15：45 

会   場 東京ビッグサイト 西展示棟 展示会場内 講演会 A（西 3 ホール） 

主   催 一般社団法人日本能率協会 

企画協力 一般社団法人HEAD研究会 

次  第 

（敬称略・予定） 
1) Japan Home & Building Show 実行委員長挨拶 

松村 秀一（Japan Home & Building Show 実行委員長／東京大学大学院 特任教授) 

 

2) みらいのたね賞 選考委員長挨拶 

みらいのたね賞 紹介 

松永 安光（みらいのたね賞選考委員長／HEAD 研究会理事長／近代建築研究所 代表取締役） 

 

3）みらいのたね賞 表彰式 

  松永 安光（みらいのたね賞選考委員長） 

  授賞企業 11 社 

 

4) ご来賓応援コメント  

  国土交通省 住宅局 住宅生産課 建築環境企画室長 成田 潤也 

  経済産業省 製造産業局 生活製品課 住宅産業室長 縄田 俊之 

 

5) みらいのたね賞 選評シンポジウム 

  選評トークセッション 

  【進行】 

  山本 想太郎（山本想太郎設計アトリエ 代表） 

  【選考委員】 

  松永 安光 (みらいのたね賞選考委員長／HEAD 研究会理事長／近代建築研究所 代表取締役） 

  原田 真宏（芝浦工業大学 建築学部建築学科 教授） 

  永山 祐子（永山祐子建築設計） 

  山本 想太郎（山本想太郎設計アトリエ 代表） 

催 し 名 『みらいのたね賞』受賞製品展示 

開催期間 2019年11月13日(水)～15日(金) 10：00～17：00 

会   場 東京ビッグサイト 西展示棟 Japan Home & Building Show 2019 

主   催 一般社団法人日本能率協会 

受賞製品 

(11社/12製品) 

※順不同 

※詳細別紙 

『住宅用安心給電キット』株式会社あかりみらい 

『アップルゲートセルロース断熱』株式会社アップルゲートジャパン 

『木十彩 KITOIRO』株式会社ウッドワン 

『アルミニウム吸音材 カルム』エヌデーシー販売株式会社 

『摩擦ゲンシンパッキン UFO－E』SMRC 株式会社・岡田工業株式会社 

『鉄筋コンクリート乾式外断熱「ガンバリ工法」』元日マテール株式会社 

『エレベーター用 デザイン保護シート』 クリーンテックス・ジャパン株式会社 

『まちかどシート』株式会社新建新聞社 

『ティ・バランス』株式会社ティ・カトウ 

『NALEXIBLE 天然石シート』株式会社ユータック 

『吉野プレミアムシート』『吉野杉木口スリットパネル』 一般社団法人吉野かわかみ社中 
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＜受賞製品詳細＞ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『木十彩 KITOIRO』 

株式会社ウッドワン                  （ブース番号：W2D-36） 

 

 

『住宅用安心給電キット』 

株式会社あかりみらい                （ブース番号：W3A-24-07） 

 

【選評】 

HV、EV 車の充電池やガソリン車のバッテリーを使って住宅に

給電するシステム。通常のバッテリーの場合は容量が小さい

のであくまで緊急用だが、EV 車の大容量バッテリーなら十分

実用性がある。災害大国の日本では住宅の基本的な設備と考

えられるようになるかも知れない。電気といった基本インフ

ラがなければ建築空間の風景や美もないので、今回の選考テ

ーマ的にも重要である。（松永安光） 

『アップルゲートセルロース断熱』 

株式会社アップルゲートジャパン            （ブース番号：W3A-13） 

 

【選評】 

アメリカでの普及率の高い、セルロース断熱材を日本に広め

ている。セルロースを含んだリサイクル新聞紙を特殊な技法

で吹き付ける。ホウ酸と特殊耐火材により防火性能ももって

いる。また、隙間なく吹き付けられることで通常の断熱材よ

りも防音性能が高い。高密度に施工できる利点には結露対策

もある。原材料が米国新聞紙、リサイクル材料であるのに加

えて製品の製造工程そのものもエネルギー効率を考えたエ

コ素材。有害物質がでない健康建材でもある。このように断

熱性能はもちろんのこと、防火性能、防音性能、結露防止、

健康・エコ建材である。是非、一度使ってみたい断熱材であ

ると思った。快適な住環境を作るとともに地球環境への配慮

もある“美しさ”を持った商品だと思う。（永山祐子） 

 

【選評】 

苗木から丹念に育てたニュージーパインを使っている。ニュ

ージーパインは反りがなく均質で真っすぐな木目が特徴的。

さらに加工時にはその美しい柾目を生かし、浮造り仕上げと

している。そこに今回の KITOIRO は名前の通り様々な色が足

される。木目が活かされた色味となっており、88 色の色さら

に様々なパターンもラインナップも揃えている。木にここま

で鮮やかな色を木目を殺さずに表現できていることに驚い

た。今までは限られた色数の中から選んでいたが、この技術

によってパターンも含め自由に木の表現を楽しめるように

なる。特にグラデーションシリーズの色の自由なセミオーダ

ーは、以前、木のグラデーション塗装を試そうとしていただ

けに、とても興味深いと思った。まさに木の特性を活かし”

美しさ”を持った商品だと思う。（永山祐子） 
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『アルミニウム吸音材 カルム』 

エヌデーシー販売株式会社               （ブース番号：W2N-31） 
 

 

 

【選評】 

アルミニウムを焼結した多孔質の板であり、壁面や天井面の

仕上げ材として用いることができる。板厚 2～3 ㎜と薄く、標

準寸法は 600×1200（600）㎜と大きく、表面テクスチャー

にもバリエーションがある。有孔ボードなどと同様に、背後

の空気層やグラスウールの併用によって吸音するものであ

り、背後の状態や間隔をきちんと計画すれば狙った吸音特性

を得ることができる。現状、吸音性能が求められる部位に用

いることができる建材は非常に限定されているのだが、この

製品はアルミニウムの耐久性や高級感を伴った意匠という新

しい選択肢をそこにもたらすことで、建築空間デザインの可

能性を広げるものとして評価したい。設置のためのビスなど

が意匠に影響するため、今後、美しく設置できる方法が用意

されることにも期待したい。（山本想太郎） 

『摩擦ゲンシンパッキンＵＦＯ－Ｅ』 

ＳＭＲＣ株式会社・岡田工業株式会社           （ブース番号：W1Z-20） 
 

 

 

『鉄筋コンクリート乾式外断熱「ガンバリ工法」』  

元日マテール株式会社                 （ブース番号：W1T-15） 
 

 

 

【選評】 

都市の狭小地に建つ建築では、施工時の足場のためのスペー

スを確保する必要によって、敷地境界からの後退距離を決定

せざるをえないことも多い。そのような場合に、足場を用い

ず内側から外断熱の打ち捨て型枠を建て込めるという工法

は、一回り大きな内部空間を造れる可能性にも直結する。打

ち捨て型枠工法では型枠のジョイント部の処理が重要となる

のだが、このガンバリ工法はジョイントを嵌合し、セパレー

ターによってその部分を固定するという仕組みで、外部側か

らのシール施工をなくしている。このようなところに長く屋

根葺きを追求してきたメーカーならではの技術が活かされて

いるのだろう。施工職種が少なくなることによる工期・コス

トの合理化や外観の意匠性なども含め、多くの可能性が感じ

られる工法である。（山本想太郎） 

【選評】 

木造住宅の基礎パッキンをこの製品にするだけで、地震時に

は金属の摩擦抵抗によって揺れを軽減することができる。「減

震」というように免震や制震のような本格的な地震対策とま

ではいかないが、一定の効果は期待できる。なによりも基礎

パッキンとアンカーボルトを変えるだけなので、工期やコス

トに大きな影響なく採用することができる。地震大国である

日本において、耐震（＝壊れない）という概念を超え、揺れ

を低減して内部の人や物を守るという地震対策は、建築の基

本性能となっていくべきである。そして都市の風景を安全に

保つためには、多くの建築にそのような意識が反映されてい

くことこそが重要となる。ゆえに、比較的簡単に採用可能な

このような技術のもつ可能性は積極的に評価したい。 

（山本想太郎） 
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『エレベーター用 デザイン保護シート』 

クリーンテックス・ジャパン株式会社           （ブース番号：W2Y-20） 
  

 

『まちかどシート』 

株式会社新建新聞社                  （ブース番号：W2V-34） 
 

 
  

 

『ティ・バランス』 

株式会社ティ・カトウ                  （ブース番号：W1N-07） 
 

 

 

【選評】 

エレベーターの内壁は、ほとんど常に何らかの保護材で覆わ

れていて、その裏に隠れた本来の仕上げを目にする機会は実

は少ない。グレーの薄汚れたフェルトやプラ段のカバーが、

事実上、我々の上下移動時に目する「生活景」となってしま

っているのである。この現実への気づきが商品開発の原点に

あり、その視点をまずは高く評価したい。 

この前提事実に立って、グレーのフェルトやプラ段に代わる

「好ましい」内装保護材として絨毯地のシートが提案されて

いる。クリーニングに出すことこともできるだろうし、ある

いは季節によってパターンを変えることもできるのだろう。

日常の生活景を豊かにする提案である。（原田真宏） 

【選評】 

都市風景の何パーセントかは工事の仮囲いである。とはいえ

中小の工務店は現場の外観美観などということは、言われな

ければ気づきもしないだろう。そのような工務店を対象とす

る「新建ハウジング」を発行する同社が、そこにこのような

高度なデザイン性をもたらそうとする試みは、都市景観上意

義がある。審査員の 1人原田さんからは「その土地の鳥や植

物の図鑑のような機能があると面白いかも」という提案もあ

った。（松永安光） 

【選評】 

ガタガタと座りの悪いテーブルや椅子は、それだけでかなり

ストレス・フルなものである。これも大きな一因として、「平

滑な床」はある種の絶対条件となり、不陸はあっても味わい

深いピンコロ石や割肌の石、敷瓦などは日常風景から排除さ

れてきた。しかしこの商品はガタガタとした自然素材の床な

どはもろともしない。油圧の仕組みで凹凸を吸収し、床材に

関わらず、テーブルを安定させてしまうのである。こういっ

たちょっとした工夫の蓄積が街に「好ましい素材感」を取り

戻していくのであろう。ツルピカ化しがちな街へのカウンタ

ーとして評価したい。（原田真宏） 
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以上 

 

【イベントに関するお問い合せ先】Japan Home & Building Show 事務局 

一般社団法人日本能率協会 産業振興センター （担当：松本） 

〒105‐8522 東京都港区芝公園 3‐1‐22  

TEL: 03‐3434‐1988／FAX: 03‐3434‐8076／E-mail: jhbs@jma.or.jp 

公式 HP：http://www.jma.or.jp/homeshow/mirai/index.html 

 

 

『NALEXIBLE 天然石シート』 

株式会社ユータック                  （ブース番号：W3M-16） 
 

 

 

『吉野プレミアムシート』『吉野杉木口スリットパネル』 

  一般社団法人吉野かわかみ社中             （ブース番号：W3A-17） 
 

 

 

 

【選評】 

以前から石シートの存在を知っていて、その時からいつか利

用したい材料の一つであった。薄いシートになっていること

で軽く、自由にカットでき、薄いことで曲げることもできる。

今まで条件的に難しかった場所、軽く作りたい家具や、曲線

のある自由な形状の家具など天然石の表情を自由に活かし

た使い方が可能になる。内装では石貼り重量が軽くなること

によって建築の構造負担も減る。以前よりもさらに石の種

類、そしてコンクリートや金属板など新しいシリーズもライ

ンナップされた。薄さを活かした透けるタイプのシートもあ

って、照明との組み合わせで光の表現も自由である。石の表

現を広げ“美しさ”を生み出す商品だと思う。（永山祐子） 

【選評】 

日本の最高品質の材木として名高い「吉野杉・檜」。その山

林は地元林業業者によって細やかに管理され、生業を含めて

吉野らしい地域景観を形作ってきた。しかし近年の、和風建

築はもとより、和室までもが減少しつつある住宅事情を背景

として、吉野らしい地域景観の存続も危ぶまれている。この

「突き板」単体の商品は吉野杉・檜の購買層を拡大するもの

であり、人々にこの国の育んできた最高品質の杉・檜材の良

さを思い起こさせ、同時に吉野の地域景観を維持することに

貢献するだろう。建材と景観形成の連環を示す好例である。

（原田真宏） 

mailto:jhbs@jma.or.jp
http://www.jma.or.jp/homeshow/mirai/index.html

